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緒　　　言

2000年６月26日，伊豆諸島の三宅島は17年ぶりに火山活

動を開始した．７～８月には三宅島，新島，神津島近海で

震度５～６の群発地震が発生し，新島，神津島では崖崩れ

が起こり，特に新島では多くの家屋が被害を受けた1）．８

月には三宅島の大噴火が起こり，火山灰が山頂から火砕流

のように海岸まで流れた．このため，９月には島民全員が

島外に避難した2）．噴火から１年経過した現在でも三宅島

の火山活動は低下したものの終息の気配はみられず，島民

全員の帰島の目処はたっていない．また，三宅島，新島，

神津島では震度１～２の有感地震も続いている．

火山活動では，火山ガスや岩石成分が地下水中に溶け込

み，温泉水となり，地下水水質に影響する3，4）．また，地

震活動が地下水水質に影響することも報告されている5，6）．

三宅島，新島，神津島等では水道水源に地下水を利用して

いる7）．このため，地下水水質に及ぼす火山活動の影響が

懸念される．

そこで，これら地域の水道水の安全性確保及び火山・地

震活動の地下水水質に及ぼす影響を把握する目的で水道原

水（以下原水と略す）及び水道水の無機成分の水質調査を

実施した．

調 査 方 法

１．調査地点 三宅島の原水14地点，水道水３地点，新島

の原水16地点，水道水２地点，式根島の水道水１地点，神

津島の原水６地点，水道水１地点，御蔵島の原水１地点，

水道水１地点の合計原水37地点，水道水８地点を調査した．

原水は，三宅島と新島では地下水，神津島では地下水と湧

水，御蔵島では湧水である．

２．調査時期 三宅島は2000年６月と2001年３～６月，新

島は2000年７，12月と2001年１月，式根島は2000年12月，

神津島は2000年12月，御蔵島は2001年１月に調査した．調

査回数は，三宅島の原水３地点，新島の原水２地点，水道

水１地点は２回，新島の原水１地点は３回で，他はすべて

１回である．

３．調査項目 水道水水質基準21項目：水銀（Hg），鉛

（Pb），クロム（Cr），カドミウム（Cd），セレン（Se），

ヒ素（As），フッ素（F），硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素，

塩素イオン（Cl－），過マンガン酸カリウム消費量，銅

（Cu），鉄（Fe），マンガン（Mn），亜鉛（Zn），ナトリウ

ム（Na），硬度，pH，味，臭気，色度，濁度，監視項目

５項目：ニッケル（Ni），アンチモン（Sb），ホウ素（B），

モリブデン（Mo），ウラン（U），その他の項目：火山活

動の影響を示す硫酸イオン（SO4－）3）及びアルミニウム

（Al）8），地殻において比較的高い割合を占めるカリウム

（K），カルシウム（Ca），マグネシウム（Mg），鉱泉に定

義している物質であるリチウム（Li），ストロンチウム

（Sr），バリウム（Ba），臭素イオン（Br－）の合計35項目

を調査した．

４．分析方法 鉛，クロム，カドミウム，銅，鉄，マンガ

ン，亜鉛，ナトリウム，ニッケル，ホウ素，モリブデン，

アルミニウム，カリウム，カルシウム，マグネシウム，リ

チウム，ストロンチウム，バリウム，ウランの分析は，試

料到着後，硝酸を加え，ウランの分析はICP－MS法（横

川アナリティカルシステムズ，HP4500）他はすべてICP

法（ジャーレルアッシュ，IRIS ADVANTAGE）で行った．

水銀の分析は，試料到着後，硫酸を加え，原子吸光法（日

本インスツルメント，RA－2A）で行った．セレン，ヒ素，



234 Ann. Rep. Tokyo Metr. Res. Lab. P.H., 52, 2001

アンチモンの分析は，試料到着後，塩酸を加え，水素化物

発生－ICP法で行った．フッ素イオン，硝酸性窒素及び亜

硝酸性窒素，塩素イオン，硫酸イオン，臭素イオンは，イ

オンクロマトグラフ法（ダイオネックス，DX－120）で測

定した．硬度はカルシウムとマグネシウム濃度から算出し

た．色度は比色法，濁度は透視比濁法で測定した．

結　　　果

１．健康に関連する水質基準項目

水道水水質基準項目のうち健康に関連する項目の調査結

果を表１に示す．鉛とクロムは2000年６月三宅島の地点

No.1, 4, 11の原水から検出された．鉛は基準値の50～60％，

クロムは基準値の15％程度であった．カドミウムは2000年

６月三宅島の地点No.1の原水から基準値の50％検出され

た．他は基準値の10％以下であった．ヒ素は2000年７月新

島の地点No.13の原水から基準値を越えて検出された．

2001年１月にも基準値の80％の値を示した．三宅島の地点

No.3, 12の原水，新島の地点No.1, 2, 4, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11,

12, 13, 14, 16の原水，地点No.1, 2の水道水，式根島の水道

水，神津島の地点No.2, 5の原水，水道水からも基準値の

10～50％検出された．フッ素は三宅島の地点No.5, 7, 8, 14

の原水から基準値の25％検出された．硝酸性窒素及び亜硝

酸性窒素は，すべて基準値以下であったが，三宅島の地点

No.6，新島の地点No.1, 6, 7, 16の原水から基準値の50％以

上検出された．水銀及びセレンは全地点で検出されなかっ

た．

２．一般性状に関連する基準項目

水道水水質基準項目のうち性状に関連する項目の調査結

果を表２に示す．塩素イオンは，すべて基準値以下であっ

たが，新島で地点No.1, 13の原水と地点No.1の水道水から

基準値の50％以上検出された．過マンガン酸カリウム消費

量は，すべて基準値の50％以下で，ほとんどが30％以下で

あったが，新島では他の島より高い傾向がみられた．銅は，

すべての地点で基準値の５％以下であったが，新島の北部

の地点No.1, 2の原水,地点No.1の水道水で他の地点より高

かった．鉄は三宅島の地点No.2の原水で基準値を超えた

他，三宅島の地点No.8, 12, 14の原水で基準値の50％以上

検出された．マンガンは三宅島の地点No.14の原水で基準

値を超え，地点No.12で基準値の90％検出された．亜鉛は

すべて基準値の10％以下で，ほとんどが，５％以下であっ

た．硬度は，三宅島の地点No.3の原水で基準値を超え，

地点No.1, 4, 6, 11, 14の原水と地点No.1, 2の水道水で基準

値の50％を越えた．pHは，すべて基準値以内であったが，

新島南部の地点No.4～15ではすべて８以上であった．色

度は，マンガンが基準値を超えた三宅島の地点No.14の原

水で基準値を超えた．鉄が基準値を超えた三宅島の地点

No.2で基準値の５度を示した．三宅島の地点No.14の原水，

地点No.1の水道水，神津島の地点No.6の原水で３度を示

した．味，臭気はすべて異常なく，濁度はすべて１以下で

あった．

３．監視項目

水道水水質基準を補完する項目のうち監視項目の調査結

果を表３に示す．ニッケルは，三宅島の地点No.5, 8, 9の

原水で指針値を超えた．三宅島の地点No.3，4, 6, 7, 12の

原水では指針値の10－40％，新島の地点No.14，神津島の

地点No.4, 5の原水では指針値の10％検出された．アンチ

モンは新島の地点No.11, 13の原水で指針値の10～15％検

出された．ホウ素は三宅島の地点No.1, 3, 4, 11の原水で指

針値の10～20％検出された．モリブデンは，全地点指針値

の10％以下であったが，新島では検出された地点が多かっ

た．ウランは新島の地点No.3, 8, 16の原水で指針値の10～

15％検出された．

４．その他の項目

水道水水質基準項目及び監視項目以外の項目の調査結果

を表３に示す．硫酸イオンは三宅島で高い地点が多く，５

地点で50 mg/L を越えた．アルミニウムは，三宅島の原水

の３地点で0.05 mg/Lを越えた．カリウムは三宅島の原水

８地点，水道水１地点で３mg/Lを越えた．カルシウムは，

三宅島の５地点の原水，２地点の水道水で40 mg/Lを越え

た．マグネシウムは，三宅島では５地点の原水，１地点の

水道水で20 mg/Lを越えた．リチウムは，新島南部，式根島

ではすべて検出された．ストロンチウムは，三宅島の５地

点の原水，２地点の水道水，新島の１地点の原水で0.1 mg/L

を越えた．バリウムは，新島の１地点，神津島の２地点の

原水で0.05 mg/Lを越えた．臭素イオンは，三宅島，新島

のそれぞれ４地点の原水，新島の１地点の水道水で検出さ

れた．リチウム，ストロンチウム，バリウム，臭素は鉱泉

に定義されている濃度それぞれ1, 10, 5, 5 mg/Lのいずれも

1/20以下であった．

考　　　察

今回，火山地震活動により水質が変化したかどうか調べ

るために，三宅島４カ所の地点No.1, 4, 13, 14，新島４カ

所の地点No.1, 4, 8, 13，神津島５カ所の地点No.1, 2, 3, 4, 5

における原水の水質測定値を，各島の火山・地震活動直前

の測定値（三宅島：2000年５月，新島：2000年２月，神津

島：2000年２月）と比較した．健康項目では，三宅島の地

点No.1, 4の２カ所では鉛，クロムが火山活動開始直後の

2000年６月に検出された．地点No.1ではカドミウムも，

火山活動開始直後検出された．他の項目で変化がみられた

のはヒ素である．新島の地点No.4, 8，神津島の地点No.2,

5では地震活動後検出された．新島の地点No.13では地震

前わずかに検出されていたが，地震後さらに高い値を示し

た．地震後の水中ヒ素の増加については，関西淡路大震災

後，高濃度のヒ素を含む湧水の河川への流入により河川水

中のヒ素濃度が増加し，地質的要因が関与したという報告

がある9，10）．今回ヒ素が検出された多くの地点は，pHが

アルカリ性であったが，ヒ素がアルカリ性で溶出してくる

という報告もみられる11）．

三宅島の地点No.13の原水，地点No.３の水道水，新島
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表１　健康に関連する水質基準項目
島 地点No. 採水日 Hg Pb Cr Cd Se As F NO3-N＊

原水1 2000/6/30 ND 0.026 0.006 0.0050 ND ND ND 0.9
原水2 2001/5/11 ND ND ND 0.0005 ND ND ND 1.2
原水3 2001/5/11 ND ND ND 0.0006 ND 0.002 ND 1.1
原水4-1 2000/6/30 ND 0.028 0.007 nd ND ND ND 0.8
原水4-2 2001/5/11 ND ND ND 0.0005 ND ND ND 1.4
原水5 2001/4/20 ND ND ND 0.0004 ND ND 0.2 3.0
原水6 2001/5/11 ND ND ND 0.0005 ND ND ND 8.5
原水7 2001/4/20 ND ND 0.001 0.0004 ND ND 0.2 0.5
原水8 2001/4/20 ND ND ND 0.0004 ND ND 0.2 2.0
原水9 2001/4/20 ND ND ND 0.0004 ND ND ND 2.5

三宅島 原水10 2001/5/11 ND ND ND 0.0005 ND ND ND 0.9
水道水1 2001/6/13 ND ND ND 0.0001 ND ND ND 1.2
原水11 2000/6/30 ND 0.032 0.008 nd ND ND ND 0.7
原水12 2001/3/30 ND ND ND 0.0004 ND 0.001 ND 2.5
水道水2 2001/5/8 ND ND 0.001 0.0004 ND ND ND 1.5
原水13-1 2001/3/29 ND ND ND 0.0003 ND ND ND 2.9
原水13-2 2001/5/12 ND ND ND 0.0005 ND ND ND 3.5
水道水3 2001/5/8 ND ND ND 0.0004 ND ND ND 2.9
原水14-1 2001/4/9 ND ND ND 0.0004 ND ND 0.2 0.6
原水14-2 2001/5/12 ND ND ND 0.0006 ND ND ND 0.6
原水1-1 2000/7/19 ND nd nd nd ND 0.001 ND 4.0
原水1-2 2000/12/18 ND ND ND 0.0002 ND ND ND 6.4
原水2 2000/12/18 ND ND ND 0.0002 ND 0.005 ND 2.8
水道水1 2000/12/18 ND ND ND 0.0002 ND 0.003 ND 3.7
原水3 2001/1/29 ND ND ND 0.0001 ND ND ND 2.0
原水4 2001/1/29 ND ND ND 0.0001 ND 0.003 ND 0.7
原水5 2001/1/29 ND ND ND 0.0001 ND 0.003 ND 0.4
原水6 2001/1/29 ND ND ND 0.0001 ND 0.001 ND 5.7
原水7 2001/1/29 ND ND ND 0.0002 ND 0.004 ND 5.1
原水8 2001/1/29 ND 0.003 ND 0.0001 ND 0.002 ND 2.7
原水9-1 2000/7/19 ND nd nd nd ND 0.001 ND 3.8

新島 原水9-2 2001/1/29 ND ND ND 0.0001 ND 0.002 ND 4.1
原水10 2001/1/29 ND ND ND 0.0001 ND 0.002 ND 4.9
原水11 2001/1/29 ND ND ND 0.0001 ND 0.002 ND 1.0
原水12 2001/1/29 ND ND ND 0.0001 ND 0.002 ND 0.4
原水13-1 2000/7/19 ND nd nd nd ND 0.016 ND 2.8
原水13-2 2000/7/21 ND nd nd nd ND 0.003 ND 2.8
原水13-3 2001/1/29 ND ND 0.003 0.0002 ND 0.008 ND 0.3
水道水2-1 2000/7/21 ND nd ND nd ND 0.001 ND 2.7
水道水2-2 2001/1/29 ND ND ND 0.0001 ND 0.003 ND 3.3
原水14 2000/12/18 ND ND ND 0.0001 ND 0.001 ND 0.2
原水15 2000/12/18 ND ND ND 0.0001 ND ND ND 0.6
原水16-1 2000/7/19 ND nd nd nd ND 0.001 ND 8.7
原水16-2 2000/12/18 ND ND ND 0.0002 ND 0.001 ND 9.3

式根島 水道水 2000/12/18 ND ND ND 0.0001 ND 0.001 ND 3.3
原水1 2000/12/18 ND ND ND 0.0002 ND ND ND 2.1
原水2 2000/12/18 ND ND ND 0.0002 ND 0.001 ND 0.7
原水3 2000/12/18 ND ND ND 0.0002 ND ND ND 3.3

神津島 原水4 2000/12/18 ND ND ND 0.0002 ND ND ND 1.7
原水5 2000/12/18 ND ND 0.001 0.0002 ND 0.001 ND 0.7
原水6 2000/12/18 ND ND ND 0.0001 ND ND ND 0.2
水道水 2000/12/18 ND ND ND 0.0002 ND 0.001 ND 0.5

御蔵島 原水 2001/1/30 ND ND ND 0.0001 ND ND ND 2.9
水道水 2001/1/30 ND ND ND 0.0001 ND ND ND 0.4

定量下限 0.0001 ND=0.001 ND=0.001 ND=0.0001 0.001 0.001 0.2 0.2
nd=0.005 nd=0.005 nd=0.001

基準値 0.0005 0.05 0.05 0.01 0.01 0.01 0.8 10

＊硝酸性窒素および亜硝酸性窒素 単位(mg/L)
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表２　性状に関連する水質基準項目
島 地点No. 採水日 Cl KMnO4

＊ Cu Fe Mn Zn Na 硬度 ＰＨ値 味，臭気 色度 濁度
原水1 2000/6/30 48.2 1.2 0.002 0.040 ND 0.003 55.8 219 6.4 異常なし 1度未満 １度未満
原水2 2001/5/11 29.6 1.2 0.001 0.583 0.012 0.033 28.6 90 6.9 異常なし 5度 １度未満
原水3 2001/5/11 72.0 0.6 0.003 0.015 ND 0.027 62.0 322 6.4 異常なし 1度 1度未満
原水4-1 2000/6/30 36.7 2.3 0.002 0.030 0.002 0.003 65.6 209 6.7 異常なし １度未満 １度未満
原水4-2 2001/5/11 26.1 0.6 0.001 0.035 ND 0.013 35.7 150 6.7 異常なし 1度 1度未満
原水5 2001/4/20 18.9 0.8 0.001 0.045 0.002 0.001 19.6 131 6.6 異常なし 2度 １度未満
原水6 2001/5/11 26.6 1.8 0.003 0.022 0.002 0.002 54.4 298 6.4 異常なし 2度 １度未満
原水7 2001/4/20 14.3 0.5 0.004 0.112 0.002 0.002 37.3 85 7.1 異常なし 1度 1度未満
原水8 2001/4/20 21.2 0.8 0.003 0.215 0.003 0.002 41.2 135 6.6 異常なし 2度 １度未満
原水9 2001/4/20 16.2 0.8 0.001 0.068 0.002 0.001 34.7 74 6.6 異常なし 1度 1度未満

三宅島 原水10 2001/5/11 24.5 1.2 0.005 0.032 ND 0.002 15.7 74 7.0 異常なし 1度 １度未満
水道水1 2001/6/13 30.8 0.3 0.002 0.120 0.002 0.005 34.9 190 6.9 異常なし 3度 1度未満
原水11 2000/6/30 27.4 1.4 0.002 0.015 ND 0.003 48.6 213 7.0 異常なし １度未満 １度未満
原水12 2001/3/30 44.6 1.3 0.016 0.299 0.045 0.012 28.2 93 7.0 異常なし 1度未満 1度未満
水道水2 2001/5/8 27.3 1.8 0.001 0.009 ND ND 38.5 200 7.3 異常なし １度未満 １度未満
原水13-1 2001/3/29 33.9 0.9 0.006 0.059 0.013 0.003 39.6 111 7.2 異常なし 2度 1度未満
原水13-2 2001/5/12 28.3 0.9 0.004 0.018 0.003 0.005 24.9 74 7.2 異常なし 2度 １度未満
水道水3 2001/5/8 24.1 1.5 ND 0.041 0.001 0.005 27.1 77 7.4 異常なし １度未満 １度未満
原水14-1 2001/4/9 20.5 0.2 0.001 0.211 0.005 0.002 40.5 104 6.7 異常なし 3度 １度未満
原水14-2 2001/5/12 24.9 1.2 0.004 0.044 0.056 0.002 27.9 153 6.3 異常なし 11度 1度未満
原水1-1 2000/7/19 78.0 1.9 0.013 0.060 ND 0.082 62.6 60 6.8 異常なし 1度 １度未満
原水1-2 2000/12/18 106.0 1.2 0.011 0.072 0.001 0.031 69.5 89 6.8 異常なし １度未満 １度未満
原水2 2000/12/18 86.3 2.8 0.013 0.225 0.003 0.054 61.4 64 6.7 異常なし １度未満 １度未満
水道水1 2000/12/18 180.0 2.2 0.050 0.019 ND 0.021 62.9 75 6.9 異常なし １度未満 １度未満
原水3 2001/1/29 53.4 4.0 0.009 0.116 0.006 0.006 51.4 109 7.6 異常なし 1度 １度未満
原水4 2001/1/29 61.7 2.6 0.022 0.050 ND 0.004 52.5 55 8.4 異常なし １度未満 １度未満
原水5 2001/1/29 42.4 2.6 0.001 0.006 0.001 0.001 43.3 54 8.5 異常なし １度未満 １度未満
原水6 2001/1/29 36.7 2.9 ND 0.005 ND 0.001 40.5 68 8.4 異常なし １度未満 １度未満
原水7 2001/1/29 44.8 2.6 ND 0.055 0.018 0.001 43.9 79 8.3 異常なし １度未満 １度未満
原水8 2001/1/29 35.1 3.5 0.035 0.040 0.019 0.004 47.5 98 8.0 異常なし １度未満 １度未満
原水9-1 2000/7/19 35.7 1.9 0.002 0.020 0.002 0.004 39.7 53 8.0 異常なし 2度 １度未満

新島 原水9-2 2001/1/29 33.6 2.4 0.015 0.050 0.001 0.005 41.2 64 8.1 異常なし １度未満 １度未満
原水10 2001/1/29 38.2 4.8 0.001 0.024 ND 0.013 42.6 66 8.2 異常なし １度未満 １度未満
原水11 2001/1/29 29.2 3.2 0.002 0.008 ND 0.001 37.6 46 8.2 異常なし １度未満 １度未満
原水12 2001/1/29 34.4 3.2 ND 0.018 0.001 0.001 50.9 48 8.5 異常なし １度未満 １度未満
原水13-1 2000/7/19 100.0 2.6 0.002 0.004 0.009 0.003 65.5 82 8.3 異常なし １度未満 １度未満
原水13-2 2000/7/21 96.6 2.2 0.003 0.003 0.010 0.002 66.3 82 8.2 異常なし １度未満 １度未満
原水13-3 2001/1/29 33.8 3.2 ND 0.010 0.009 0.002 67.6 95 8.4 異常なし １度未満 １度未満
水道水2-1 2000/7/21 51.5 1.9 0.002 0.002 0.005 0.003 48.7 63 8.1 異常なし １度未満 １度未満
水道水2-2 2001/1/29 98.6 2.4 ND 0.017 ND 0.001 48.3 76 8.3 異常なし １度未満 １度未満
原水14 2000/12/18 30.0 1.8 0.003 0.018 ND 0.001 33.3 33 8.2 異常なし １度未満 １度未満
原水15 2000/12/18 30.4 1.5 0.003 0.010 ND 0.002 32.9 33 8.1 異常なし １度未満 １度未満
原水16-1 2000/7/19 31.3 1.9 0.005 0.009 ND 0.010 57.0 91 7.6 異常なし １度未満 １度未満
原水16-2 2000/12/18 35.4 2.5 0.003 0.007 ND 0.005 59.3 114 7.6 異常なし １度未満 １度未満

式根島 水道水 2000/12/18 34.5 1.5 0.002 0.009 ND 0.001 42.8 60 7.9 異常なし １度未満 １度未満
原水1 2000/12/18 26.3 1.5 0.002 0.008 ND 0.002 31.4 28 6.4 異常なし １度未満 １度未満
原水2 2000/12/18 20.4 1.2 0.001 0.015 ND 0.018 29.1 16 6.6 異常なし １度未満 １度未満
原水3 2000/12/18 24.5 1.2 ND 0.008 ND 0.091 32.6 29 6.3 異常なし １度未満 １度未満

神津島 原水4 2000/12/18 55.1 1.2 0.001 0.012 ND 0.001 45.9 35 6.6 異常なし １度未満 １度未満
原水5 2000/12/18 20.9 0.9 ND 0.015 ND 0.013 26.5 7 6.6 異常なし １度未満 １度未満
原水6 2000/12/18 25.5 1.8 0.001 0.006 ND ND 29.5 7 7.1 異常なし 3度 １度未満
水道水 2000/12/18 23.3 0.9 0.004 0.016 ND 0.014 28.6 11 6.8 異常なし １度未満 １度未満

御蔵島 原水 2001/1/30 48.3 2.4 ND 0.009 ND ND 7.5 18 7.0 異常なし １度未満 １度未満
水道水 2001/1/30 10.9 2.9 ND 0.010 ND 0.016 7.9 17 7.0 異常なし １度未満 １度未満

定量下限 1 0.2 0.001 0.001 0.001 0.001 1 1 １度 １度
基準値 200 10 1 0.3 0.05 1 200 300 5.8-8.6 異常なし 5度 2度
＊過マンガン酸カリウム消費量 単位(mg/L)
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の地点No.1, 5, 14の原水，地点No.1, 2の水道水，式根島の

水道水，神津島の地点No.3における原水の監視項目の平

成11年度に調査した測定値と今回の測定値を比較した．ホ

ウ素は，三宅島の地点No.13では火山活動前検出されなか

ったが，火山活動後検出された．伊豆大島では，原水から

高い濃度のホウ素が検出されており，火口に近いほどその

濃度が高くなる傾向がみられ，火山由来であることが明ら

かになった12）．三宅島の原水のホウ素も，三宅島だけが高

く検出されることから火山活動が原因していると推定され

る．ニッケル，アンチモン，モリブデン，ウランは，火山

活動前後とも検出されていない．全調査地点をみると，ウ

ランは新島だけで検出さている．地震により地下水中のウ

ラン濃度が増加するという報告がみられるが13），今回ウラ

ンが検出された地点で地震前のデータがないため，地震の

影響によるものか明らかではない．三宅島では，鉛，クロ

ム，カドミウム，ニッケルがかなり高く検出されたが，そ

のメカニズムは明らかではない．1986年の伊豆大島の噴火

でも，ニッケルを除くこれらの金属が原水である地下水か

ら検出されている．また，水銀，銅，ヒ素は，水道水水質

基準を上回った濃度で同時に検出された14）．

後藤らによる1959年の三宅島７地点の地下水調査15）に

よると，硫酸イオンは，3.7～98.5 mg/L，カルシウムは8.0

～27.6 mg/L，マグネシウムは，3.5～38.4 mg/Lであった．

今回の三宅島における原水の値と比較すると，後藤らの値

の範囲を越えているのは，硫酸イオン２地点で，カルシウ

ム10地点，マグネシウム１地点であった．三宅島の噴火は，

多量の亜硫酸ガスを火山ガスとして発生させている16）．小

坂は，硫酸イオンは火山ガスから供給されることを述べて

いる3）．三宅島で特に硫酸イオンが高い傾向があるのは，

今回の火山活動の影響が推定された．三宅島だけ，フッ素

も４地点から検出されている．後藤は，カルシウムとフッ

素は，塩素イオンとの比から海塩からの供給は小さく，岩

石からの供給が大きいと述べている15）．これらも，火山の

影響を示していると考えられる．アメリカのセントヘレナ

火山の噴火では，地表水中の鉄，マンガン，アルミニウム

の増加が報告されている8）．三宅島でもこれらの金属が高

く検出されており，火山活動の影響が推定された．

まとめ及び結語

１．三宅島では，鉛，クロム，カドミウム，フッ素，鉄，

マンガン，色度，ニッケル，ホウ素，硫酸イオン，カリウ

ム，カルシウム，マグネシウム，ストロンチウム，アルミ

ニウムが他の島より高い地点がみられた．新島では，ヒ素，

塩素イオン，過マンガン酸カリウム消費量，銅，亜鉛，ア

ンチモン，モリブデン，ウランが他の島より高い地点がみ

られた．三宅島は，玄武岩1，17）質の活火山であること，

新島はほとんどが流紋岩質1，17）で近年の噴火記録がみら

れないことが関連していると推定された．

２．水道水水質基準値に比較して，三宅島の原水で，鉄，

マンガン，硬度，色度が基準値を超えるものがあった．新

表３　監視項目
島 地点No. 採水日 Ni Sb B Mo U
原水1 2000/6/30 ND - 0.12 ND ND
原水2 2001/5/11 ND ND 0.03 ND ND
原水3 2001/5/11 0.001 ND 0.21 ND ND
原水4-1 2000/6/30 0.002 - 0.16 ND ND
原水4-2 2001/5/11 ND ND 0.03 ND ND
原水5 2001/4/20 0.016 - 0.02 ND ND
原水6 2001/5/11 0.001 ND 0.03 ND ND
原水7 2001/4/20 0.002 - 0.01 ND ND
原水8 2001/4/20 0.013 - 0.02 ND ND
原水9 2001/4/20 0.014 - 0.01 ND ND

三宅島原水10 2001/5/11 ND ND 0.02 ND ND
水道水1 2001/6/13 ND ND 0.06 ND ND
原水11 2000/6/30 ND - 0.10 ND ND
原水12 2001/3/30 0.004 - 0.04 0.001 ND
水道水2 2001/5/8 ND - 0.05 ND ND
原水13-1 2001/3/29 ND - 0.04 ND ND
原水13-2 2001/5/12 ND ND 0.02 ND ND
水道水3 2001/5/8 ND - 0.02 ND ND
原水14-1 2001/4/9 ND - 0.04 ND ND
原水14-2 2001/5/12 ND ND 0.08 ND ND
原水1-1 2000/7/19 ND - 0.01 0.002 ND
原水1-2 2000/12/18 ND ND 0.03 ND ND
原水2 2000/12/18 ND ND 0.02 ND ND
水道水1 2000/12/18 ND ND 0.02 ND ND
原水3 2001/1/29 ND ND 0.02 0.006 0.0002
原水4 2001/1/29 ND ND 0.02 0.001 ND
原水5 2001/1/29 ND ND 0.01 0.001 ND
原水6 2001/1/29 ND ND 0.01 ND ND
原水7 2001/1/29 ND ND 0.01 0.002 ND
原水8 2001/1/29 ND ND 0.01 0.001 0.0003
原水9-1 2000/7/19 ND - 0.01 0.002 ND

新島 原水9-2 2001/1/29 ND ND 0.01 0.001 ND
原水10 2001/1/29 ND ND 0.01 0.001 ND
原水11 2001/1/29 ND 0.0002 0.01 0.001 ND
原水12 2001/1/29 ND ND 0.02 0.001 ND
原水13-1 2000/7/19 ND - 0.01 0.003 ND
原水13-2 2000/7/21 ND - 0.01 0.003 ND
原水13-3 2001/1/29 ND 0.0003 0.01 0.002 ND
水道水2-1 2000/7/21 ND - 0.01 0.002 ND
水道水2-2 2001/1/29 ND ND 0.01 0.002 ND
原水14 2000/12/18 0.001 ND 0.02 ND ND
原水15 2000/12/18 ND ND 0.01 ND ND
原水16-1 2000/7/19 ND - 0.01 ND 0.0002
原水16-2 2000/12/18 ND ND 0.02 ND 0.0002

式根島水道水 2000/12/18 ND ND 0.02 ND ND
原水1 2000/12/18 ND ND 0.01 ND ND
原水2 2000/12/18 ND ND 0.01 0.001 ND
原水3 2000/12/18 ND ND 0.01 ND ND

神津島原水4 2000/12/18 0.001 ND 0.01 ND ND
原水5 2000/12/18 0.001 ND 0.01 ND ND
原水6 2000/12/18 ND ND 0.01 ND ND
水道水 2000/12/18 ND ND 0.01 ND ND

御蔵島原水 2001/1/30 ND ND 0.01 ND ND
水道水 2001/1/30 ND ND 0.01 ND ND

定量下限 0.001 0.0002 0.01 0.001 0.0002
指針値 0.01 0.002 1 0.07 0.002

単位(mg/L)
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表４　その他の項目
島 地点No. 採水日 SO4 Al K Ca Mg Li Sr Ba Br

原水1 2000/6/30 66.8 0.02 3.1 48.3 23.8 ND 0.110 0.001 0.2
原水2 2001/5/11 22.5 0.12 2.8 20.1 9.7 ND 0.072 0.003 ND
原水3 2001/5/11 118.0 ND 6.9 62.3 40.3 0.01 0.174 0.003 0.2
原水4-1 2000/6/30 54.5 0.05 3.1 46.6 22.5 0.01 0.125 0.004 0.2
原水4-2 2001/5/11 51.4 ND 3.8 34.5 15.6 ND 0.117 0.005 ND
原水5 2001/4/20 4.3 ND 4.2 29.4 14.0 ND 0.115 0.006 ND
原水6 2001/5/11 187.0 ND 6.9 70.0 30.0 ND 0.26 0.011 0.6
原水7 2001/4/20 4.5 0.01 2.3 22.8 6.8 ND 0.058 0.005 ND
原水8 2001/4/20 4.5 0.11 4.6 31.2 13.9 ND 0.127 0.007 ND
原水9 2001/4/20 5.1 ND 2.5 17.7 7.2 ND 0.074 0.003 ND

三宅島 原水10 2001/5/11 5.8 0.03 2.3 17.2 7.5 ND 0.070 0.003 ND
水道水1 2001/6/13 65.6 0.01 2.5 45.4 18.5 ND 0.121 0.006 ND
原水11 2000/6/30 43.6 0.02 3.8 44.0 25.1 ND 0.164 0.005 ND
原水12 2001/3/30 23.9 0.04 2.5 22.5 11.8 ND 0.097 0.002 ND
水道水2 2001/5/8 25.0 ND 4.3 40.4 24.0 ND 0.117 0.005 ND
原水13-1 2001/3/29 10.2 0.08 2.0 27.7 10.2 ND 0.070 0.003 ND
原水13-2 2001/5/12 10.4 ND 2.1 18.2 7.0 ND 0.099 0.002 ND
水道水3 2001/5/8 9.5 0.01 2.3 19.3 6.9 ND 0.072 0.001 ND
原水14-1 2001/4/9 14.8 ND 2.2 29.3 7.4 ND 0.061 0.001 ND
原水14-2 2001/5/12 27.9 ND 3.7 36.2 15.1 ND 0.098 0.006 ND
原水1-1 2000/7/19 19.9 0.03 1.4 13.9 6.1 ND 0.046 0.012 0.2
原水1-2 2000/12/18 27.9 0.01 2.0 18.2 10.6 ND 0.074 0.013 0.3
原水2 2000/12/18 20.9 0.01 1.5 13.0 7.6 ND 0.058 0.007 0.2
水道水1 2000/12/18 43.3 ND 1.7 15.4 8.8 ND 0.063 0.009 0.5
原水3 2001/1/29 36.5 0.01 0.5 22.4 13.0 0.03 0.040 0.033 ND
原水4 2001/1/29 18.5 0.01 0.6 15.6 4.0 0.03 0.039 0.017 0.2
原水5 2001/1/29 14.5 0.01 0.5 14.3 4.4 0.02 0.023 0.012 ND
原水6 2001/1/29 19.8 ND 0.5 15.5 7.2 0.02 0.024 0.012 ND
原水7 2001/1/29 27.9 0.01 0.6 19.2 7.6 0.02 0.034 0.024 ND
原水8 2001/1/29 18.1 ND 0.5 21.7 10.6 0.02 0.030 0.021 ND
原水9-1 2000/7/19 21.3 0.05 0.5 12.7 5.1 0.02 0.022 0.024 ND

新島 原水9-2 2001/1/29 21.1 ND 0.5 13.5 7.4 0.02 0.026 0.023 ND
原水10 2001/1/29 19.6 ND 0.6 15.1 6.9 0.02 0.024 0.011 ND
原水11 2001/1/29 11.0 ND 0.5 11.2 4.4 0.02 0.025 0.018 ND
原水12 2001/1/29 14.0 ND 0.8 12.2 4.3 0.03 0.033 0.012 ND
原水13-1 2000/7/19 34.6 0.05 0.7 27.5 3.2 0.05 0.095 0.108 0.2
原水13-2 2000/7/21 31.9 0.05 0.7 27.5 3.2 0.05 0.094 0.108 0.3
原水13-3 2001/1/29 14.0 ND 0.9 30.3 4.7 0.05 0.121 0.091 ND
水道水2-1 2000/7/21 23.3 0.05 0.5 17.6 4.6 0.03 0.035 0.031 ND
水道水2-2 2001/1/29 33.7 ND 0.6 18.7 7.0 0.03 0.040 0.025 ND
原水14 2000/12/18 8.6 0.01 0.4 9.4 2.4 0.02 0.013 0.019 ND
原水15 2000/12/18 7.7 0.01 0.3 8.6 2.9 0.02 0.009 0.017 ND
原水16-1 2000/7/19 16.3 0.01 0.6 20.9 9.5 0.04 0.028 0.038 ND
原水16-2 2000/12/18 19.3 0.01 0.8 22.8 13.9 0.04 0.035 0.038 ND

式根島 水道水 2000/12/18 13.3 ND 0.5 13.7 6.3 0.03 0.023 0.025 ND
原水1 2000/12/18 10.3 0.01 2.6 3.1 5.0 ND 0.029 0.056 ND
原水2 2000/12/18 8.1 0.01 2.1 1.8 2.8 ND 0.013 0.048 ND
原水3 2000/12/18 12.5 ND 2.9 3.1 5.2 ND 0.033 0.094 ND

神津島 原水4 2000/12/18 13.1 ND 2.7 4.8 5.5 ND 0.034 0.017 ND
原水5 2000/12/18 7.9 ND 1.2 1.0 1.1 0.01 0.007 0.020 ND
原水6 2000/12/18 8.0 0.01 0.4 0.8 1.2 0.02 0.005 0.005 ND
水道水 2000/12/18 8.6 0.01 1.7 1.3 1.9 ND 0.009 0.034 ND

御蔵島 原水 2001/1/30 22.2 ND 0.7 4.9 1.3 ND 0.011 ND ND
水道水 2001/1/30 2.8 0.01 0.7 5.0 1.2 ND 0.011 ND ND

定量下限 1 0.01 0.1 0.1 0.1 0.01 0.001 0.001 0.2
単位(mg/L)
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島の原水１地点でヒ素が基準値を超えた時期があった．基

準値以下であるが基準値の50％以上原水から検出されたの

は，健康項目では，三宅島の３地点の鉛，１地点のカドミ

ウム，新島の２地点のヒ素，三宅島の１地点，新島の４地

点の硝酸及び亜硝酸性窒素であった．水道水は，水質基準

値の40％を越えた項目はみられなかった．監視項目では，

三宅島の３地点のニッケルが指針値を超えた．水道水では，

すべての項目とも指針値の10％以下であった．

３．水質基準項目について同じ調査地点で，三宅島火山活

動直前の測定値と比較したところ，火山活動前より三宅島

の鉛，クロム，カドミウム，硬度，新島のヒ素が高かった．

新島で検出されたヒ素については，地震の影響が推定され

た．監視項目では，三宅島のホウ素が火山活動前より高か

った．ニッケル，硫酸イオン，カルシウム，マグネシウム

は，今回の三宅島火山活動により濃度の増加が推定された

地点があった．

今回の調査で，三宅島と新島の地下水水質の特徴が明確

にみられた．しかし，地震前の水質調査のデータが乏しく，

今回の火山・地震活動による水質変化なのか，今回の火

山・地震活動とそれほど関係ない地質の影響によるものか

判断がつかない調査地点が多かった．そのため，常日頃か

らの地質の影響を調べるためのバックグラウンドレベルの

観測が重要である．今回，火山・地震活動後，飲み水の安

全性を中心に水質調査を実施したが，地下水水質が火山・

地震活動前から変化する報告5，18）もみられ，さらに火

山・地震活動の予知という視点からの取り組みも必要であ

ろう．
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